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キャリア教育の視点をふまえた自立活動の授業づくり

－PATHの活用の試みとブラインドウォーク－
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Ⅰ．はじめに

自立活動の授業づくりを巡る諸課題は，中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会特別

支援教育部会（2016）の第5回の「自立活動の改善・充実の方向性（検討素案）」に取り上げら

れている。課題の一つに，「現在の実態だけにとらわれてしまい，将来を考えて指導を組み立て

る視点の弱さ」が指摘されている。また，その具体的な改善・充実の方向性の一つに「指導目標・

具体的な指導内容の設定等の示し方の改善」が掲げられている。宮尾・一木・古川（2016）は，

自立活動の指導の分析をとおして「年限のある学校教育において，ボトムアップとトップダウン

の双方の視点から現在の指導の根拠を説明できる実践」を追究し，「個別性への対応を前提とし

ながらも，生活年齢における指導の共通性をこれまでの実践の分析を通して検討していくことが

重要」であると述べている。

一方，キャリア教育の分野では，「本人の願い」から出発し，現在からそこに至るまでの過程

を整理したPATH（Planning Alternative Tomorrow with Hopes）が開発されている（大崎，2011）。

PATHは，1991年にカナダにおいてForestらによって開発されたものであり，涌井（2009）によれ

ば，その特徴として，障害のある本人を交え，子どもの指導に関わる人が集まって情報を共有し，

「障害のある人の夢や希望に基づきゴールを設定し，そのゴール達成の作戦を立て」るものであ

る。このように，PATHは，主体である「本人の願い」を聞き取り，内面の成長，キャリア発達を

促すツールとしてキャリア教育を促進するために使用されることがある。前述した「将来を考え

て指導を組み立てる視点の弱さ」を克服するために，トップダウンとボトムアップの両者の視点

で作成されるこのツールを自立活動の授業づくりに活用することで，「指導目標・具体的な指導

内容の設定等の示し方の改善」につながるのではないかと筆者は考えた。

本校中学部では，週１回，水曜日の４校時（11:25～12:15）に自立活動の時間における指導を

実施しており，人間関係形成グループ，言語・コミュニケーショングループ，心理・コミュニケ

ーショングループ，環境グループの４つのグループを学部縦割りで編成している。筆者が担当す

る人間関係形成グループでは，「話し合い活動を中心にして，コミュニケーションの力や人間関

係形成の力を高める」ことがねらいである。

本研究では，このねらいを達成するための一つのツールとして，中学部の男子生徒１名を対象

に，PATHを作成し，それを基にした自立活動の授業実践を試みることを通して，将来的な視点を

ふまえたツールの活用と授業づくりの関係について検討することを目的とする。

山梨障害児教育学研究紀要 第12号（平成30年2月1日）



- 2/129 -

Ⅱ．方法

1．対象

生徒Aは，中学部第3学年の男子生徒である。言葉でのやりとりができるが，自分の考えを伝え

るまでに時間がかかり，困った様子を示すことで他者に気付いてもらい助けてくれるのを待つ傾

向が強い生徒である。また，眼鏡をかけており，視力検査で0.3である。食事とトイレでの排泄

は自立している。衣服の着脱については，ほぼ自立しているが，Yシャツの第１ボタンを締める

ことが難しいため，第１ボタンの代わりにマジックテープを取り付けたYシャツを着用している。

スクールバス停まで一人で歩いて，登下校している生徒である。窯業の作業学習のお皿作りでは，

たたら粘土を型に合わせて切り，型に乗せてタンポで叩くという工程を理解して取り組むことが

できるが，道具を使って形を整えるなどの手先の細かい動作が苦手である。

なお，本稿執筆において本人及び保護者には研究の趣旨を説明し，了解を得ている。

2．アセスメント

佐藤（2014）の巻末にある「コミュニケーション発達段階表」の一部を改変して，平成28年6

月・12月にアセスメントを実施した。自立活動の人間関係形成グループを担当する教師4名が協

議し，実施した（巻末資料1）。

3．PATHについて

PATHは，本来，本人や保護者，関係機関が一同に介して話し合って作成するものであるが，保

護者や関係機関のスタッフの同席が難しかったため，今回は担任である筆者が本人の意見を聞き

取り，作成することとした。また，作成したPATHは，平成28年10月の個別面談時に保護者に内容

について確認した。

作成の手続きについては，次の通りである。

①担任が生徒Aから「1．幸せの一番星」の意見を聞き取る。「1．幸せの一番星」は，将来やっ

てみたい「本人の願い」を記入する。

②その意見をふまえて，自立活動の人間関係形成グループを担当する教師4名で話し合ってPATH

を作成（図1参照）する。

③再度，担任が生徒Aから意見の聞き取りを行う。

4．授業づくり

PATHを作成した結果，本人が将来やってみたいこととして「車を運転したい」ことが挙げられ

た。そのために必要なこととして，生徒Aは，道に迷ったときに知らない人にたずねる力が身に

付いていないといけないということを自覚しており，生徒A自身もその力を身に付けたいと考え

ていた。

自立活動の人間関係形成グループは，「話し合い活動を中心にして，コミュニケーションの力

や人間関係形成の力を高める」ことを目標としているグループである。筆者は，自分で考えて伝

えることができるようになってほしいと願っており，生徒A自身も道に迷った時に知らない人に

たずねる力をつけたいと考えていたため，授業の中では自分から考えを伝えることができるよう
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に以下の２点について配慮した。

①生徒10名を3名，3名，4名の3つの小グループに分けて活動に取り組むことである。少人数に

することで，安心して自分の考えを伝えられるようにすること，また人数が少ないことによって

自分の考えを発表する場面を増やすことができると筆者は考えて設定した。②体験活動を取り入

れ，感じたことや考えたことを意見として発表できるようにしたことである。見る，聞く，触る

などの体験によって，感覚が刺激され思考を促し，自分の考えを伝えやすくなるのではないかと

筆者は考えて設定した。

図1 生徒AのPATH

5．指導期間

平成28年11月～12月までの週1回水曜日の4校時（11:25～12:15）に実施した。水曜日に実施が

できない場合は，授業日を変更し，週1回実施できるようにした。

Ⅲ．結果

1．授業について

（1）授業の概要

平成28年11月～12月実施「見えない世界を体験しよう」（総時間数８時間）は，ブラインドウ

ォークの体験活動とその体験に関連する話し合い活動をする構成となっている。ブラインドウォ

ークは，目が見えない人のそばに誘導する支援者がいて，歩くことを支援する活動である。本実

践においては，目隠しする人，誘導する人，観察する人の３つの役割を設定した。生徒たちにと
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っての目的を作るために，目隠しした人を誘導して，指定された場所に置いてある物を教室まで

持ち帰る活動として，ブラインドウォークの活動を設定した。始めに，指定された場所を確認し，

グループ内で役割を分担してから活動する。ブラインドウォーク後は，テーマに基づいてグルー

プで話し合いを行い，それぞれのグループで話し合った結果を発表し，全体で共有し次の活動に

生かす展開として構成した。

ブラインドウォークの授業に入る前に，見えないことによる不安を体験するために，目隠しを

しながら手で触って箱の中身を当てるクイズゲームを行ったり，白杖を使って一人で歩く学習活

動をしたり，教師がロールプレイで目隠ししている人を演じてどのように誘導すれば良いかを話

し合ったりする学習活動を行ってきた。

（2）支援及び生徒の様子

事前に[目隠し・誘導・観察]のポイントをまとめたワークシートを配付し，適宜確認できるよ

うにした（図2参照）。ブラインドウォークで，全生徒に対する支援として，往路と復路で役割

を交代する設定で取り組み，２つの役割を体験できるようにした（図3参照）。観察では，選択

式のワークシートを用意し，丸を付けてチェックできるようにした（図4参照）。

ブラインドウォークでグループごとに指定する場所は，スタート地点である[中3-1]（図5参照）

と同じフロアにある星の地点（A～D）から始め，歩行の誘導が慣れてきた段階から階段を使って

下の階にあるハートの地点（E～G）に変更した（同じく図5参照）。

話し合い場面では，①支援なし，②状況説明（「今話しているのは○○だよ」），③気付きを促

す発問「□□くんはどう思う？」，④ヒントあり発問「△△くんは○○，●●くんは■■」，⑤

２つの選択肢の提示，の5段階で支援にあたり，より少ない支援に移行できることを目指して取

り組んできた。

授業の概要，生徒の様子，授業後に担当者で話し合った改善点をまとめたものを表１に示す。

実際の授業の指導案については，巻末資料2を参照。
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図2 ブラインドウォークのポイント

図3 ワークシート
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図4 観察者ワークシート(12月7日から「階段のときは？」の項目を追加)

図5 ブラインドウォーク時のルート
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表1 生徒Aの様子

日付 概要 生徒Aの様子 授業の改善点

11/ 9 「平坦な場所でのブラ 往路：観察，復路：誘導 ・生徒の意欲を高めるために，「アニ

水 インドウォーク」 誘導時に緊張してゆっくり歩いていた。 メキャラクターAからの指令」の設定

4校時 場所：職員室前（星B） 誘導の経路に椅子を置いてある状況で， で，導入の工夫を行う。

誘導で困った点につい 方向を伝えて誘導したが，目隠しの人が ・話し合いで困った点を出して話し

て話し合う。 ぶつかってしまった。話し合いの場面で 合うことが難しいことから，教師が

そのことを困った点として発表すること 予想される困難をブラインドウォー

ができた。 クの活動の中で設定し，話し合いの

テーマとする。

11/16 「平坦な場所でのブラ 往路：目隠し，復路：誘導 ・導入の工夫を継続し，アニメキャ

水 インドウォーク」 往路で目隠しのため，眼鏡を教室におい ラクターをBに変更することで，学習

4校時 場所：職員室つきあた ていってしまった。振り返りの場面で， に対して意欲をさらに高めることが

りの廊下（星C） 自分でメモをとることができた。誘導の できるようにする。

誘導のときに，目の前 指示に従って行動できた。話し合い場面

に物があった場合の対 では，教師が指名することで，「怖かっ

応について話し合う。 た。」「右です。左です。」など意見を発

表することができた。

11/21 「平坦な場所でのブラ 往路：目隠し，復路：観察 ・導入の工夫について，本校マスコ

月 インドウォーク」 目隠しでは，靴を脱いで１０ｃｍ程度の ットキャラクターに変更し，意欲を

4校時 場所：浴室（星D） 高さをまたぐ場面があり，「怖かった。」 高める。

指定された場所まで誘 と振り返っていた。話し合い場面では， ・平坦な場所に慣れてきたため，階

導されたが，そこにあ 目隠しの立場から分からなかったことを 段を使った場所を設定し，葛藤場面

るものを目隠しの人が 伝えることができた。 を設定する。

触れないときの対応に

ついて話し合う。

12/ 1 「段差のある場所での 往路：観察，復路：誘導 ・話し合い活動の中にもアイマスク

木 ブラインドウォーク」 初めての段差の誘導で戸惑い，不安な様 を使用し，体験や実演をしながら話

3校時 場所：プレイルーム 子が見られた。また，階段で他のグルー し合うことができるようにするとよ

（ハートF） プと遭遇してしまったことや，県指導主 い。

段差の場面の誘導の仕 事が参観していたことがあり，本人にと ・段差の誘導については，ブライン

方について話し合う。 って負荷がかかっていた。話し合い活動 ドウォーク前に，前回の振り返りと

では，教師の言葉かけを受けて，階段の して提案されたやり方を確認する。

誘導が難しかったことを伝えることがで ・段差に関する観察のポイントを観

きた。 察者用のワークシートに反映させる。

12/ 7 「段差のある場所での 前半：目隠し，後半：観察 ・観察の役割ができるように用意し

水 ブラインドウォーク」 目隠しのときには，階段が怖かったため， たチェック用紙は，観点が示されて

4校時 場所：図書ホール（ハ 降りる前にアイマスクをずらして階段の いるため，分かりやすかった。チェ

ートE） 段差を確認していた。確認後は，アイマ ック用紙のみでは不十分な生徒に対

誘導のスピードについ スクを着用し，誘導係の指示に従って階 しては，言葉かけの支援があること

て話し合う。 段を降りていた。話し合いでは，テーマ で，注目すべき観点が分かった。

に対して自分の意見として，「ゆっくり ・話し合い活動のときに，ブライン

がいい」と発表し，その理由として，「遅 ドウォーク時の様子を映像で振り返

い方が歩きやすい」と目隠しの立場で伝 る。

えることができた。
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2．考察

本実践は，小グループに分かれて，体験し，話し合うという展開で授業を進めてきた。話し合

い活動で，意見を発表するための手段として，小グループの活動設定や体験活動を取り入れたこ

とは，有効であった。

自立活動の人間関係形成グループの教師で話し合って，授業を振り返り，改善に取り組んでき

た。11月16日（水）から授業の導入を変更し，第三者（アニメキャラクターA，アニメキャラク

ターB，本校のマスコットキャラ）が指令を出す設定にしたことで，生徒の意欲を高めることが

できた。

12月1日（木）の授業で，生徒Aは初めての階段の誘導役となった。危険な時は，教師が支援す

る予定であった。階段での誘導は，復路であったために，往路の生徒が誘導する様子を見ていた

ことから，適度な葛藤場面になると考えていた。しかし，他のグループも同様に階段で止まって

いたことで，生徒Aは状況が整理できずにいたため，階段の誘導については事前に補足して説明

する必要があったことが反省であった。

話し合いのテーマを「階段の誘導の仕方」に設定し，出てきた意見を次の話し合いに生かすこ

とを想定していた。階段で困った場面では，教師に助けを求めることができなかったが，話し合

い活動のときには，「階段で困った。」「棒（手すり）が難しかった。」など体験を振り返って自

分の意見を発表することができた。

12月1日（木）の階段の誘導について，本人にとってはどうすればよいか迷う葛藤場面で，教

師の少ない支援で，意見を発表することができた。改善に向けての自分の意見を発表することに

関しては難しさが見られたが，時間を十分に確保して丁寧に質問したり，聞き取ったりするなど

の指導によって，生徒A自身で整理し，発表ができるようになってきた。

Ⅳ．まとめ

1．PATHの活用について

将来的な視点をふまえて授業づくりを進めるためのツールとして，PATHを使用した。PATHの作

成にあたっては，本人や保護者，関係機関が一同に介して話し合って作成するものであるが，保

護者や関係機関のスタッフの同席が難しかったため，教師が生徒Aに聞き取る手続きで作成した。

生徒Aは「車を運転したい」という「本人の願い」があり，そのために，コミュニケーションの

力を高めたいと考えていた。PATHの活用により，生徒Aは「本人の願い」を目指して，自分が頑

張りたいことを整理することができた。一方，教師にとっては，トップダウンとボトムアップの

両方の視点から生徒Aにとって必要な力は何かを考え，意図的に授業の中にその要素を取り入れ

て授業づくりを進めることができた。

また，本人の意思決定を尊重して，それを授業に取り入れていく方法が必要であると筆者は考

える。その方法の一つとしてPATHを作成し，将来的な視点をふまえた授業づくりをすることは有

効であると考えられる。

2．授業について

本研究では，PATHの作成をふまえて，言葉のやりとりはできるが，自分の意見を伝えることが
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難しい生徒に対して話し合い場面で発表できることを目標に取り組んできた。話し合い活動は，

生徒たちにとって心理的な負荷のかかる活動であるため，小グループ化によって話し合う人数を

少なくしたり，体験活動と合わせて実施したりしたことは有効であった。話し合いの授業で大切

なことは，生徒の意見を引き出すための支援方法をたくさん用意し，状況に応じて判断しながら，

支援にあたっていくことであると分かった。

本研究の成果として，事前と事後に実施したコミュニケーション発達段階表の項目の中で，「△

芽生え」から「◎達成」に変わった項目が1個，「空白」の未達成から「△芽生え」に変わった

項目が4個に増えたことが挙げられる（巻末資料1参照）。授業の様子からも話し合い場面で，自

分からは難しいが，より少ない支援で自分の意見を発表することができるようになってきた。つ

まり，コミュニケーション発達段階表は，アセスメントのツールであり，生徒の変化を把握する

ためのツールでもあることが確認できた。

今後の課題として，授業の生徒自身による振り返りが不十分な結果になってしまったことが挙

げられる。中央教育審議会（2016）では，自立活動の評価について「子供たち自らが，自立活動

を通して，学習上又は生活上の困難をどのように改善・克服できたか自己評価する方法を工夫す

ることなども重要」としている。振り返りの時間を確保するために，活動内容を精選し，生徒自

身が何を学んだかが分かる授業づくりを進めていきたい。
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巻末資料1 コミュニケーション段階表（一部）

＊佐藤まゆみ（2014）特別支援教育１から始める自立活動＿コミュニケーション力を育てる授業

づくり．明治図書．p.105-108を一部改変し，使用した。



- 11/129 -

巻末資料2 指導案
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